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リルケと事物について
上村弘雄
は しがき
①
詩人の形象の用い方にはどこか限界があると云われる。叉詩人には夫々反覆して使
②
用するLieblingswortがあるとも云われる。この二つの発言は必らずしも同一内容
の形を変えた表現とは云い得ないが，相互に相触れ合う点を可成りもつものと考えら
れる。Lieblingswortは先ず作品内での反覆性をその成立条件とする。語の機能から
見れば，動詞，形容詞，副詞，名詞等に分けて考えることが出来るだろう。第一の基
本的操作として，語の抽出とその頻度数の吟味とが挙げられるが，ただ頻度数の過多
にのみ焦点を絞り，それを列記しただけではLieblingswort成立の根拠は薄弱であ
る。反覆使用された語は，それが置かれた詩句，詩篇の中で，いかなる働きをなし，
いかなる意味をもつか，そしてこの有機的な連関の中で果す語の機能と意味とが，詩
人の世界観の解明にどのような役割を演ずるかによって, Lieblingswortへの参加
の正否が問われなければならない。形容詞を一例に挙げれば， リルケの初期の詩集
「家神奉幣」にはく古い>(alt)と云う形容詞が頻繁に使用されている。しかしそ
れだけでリルケが特にこの語を愛用したとみる理由にはならない。この詩集で詩人は
郷里プラークを歌っているが，わけても古都としてのプラークの風物に想いが馳せら
れている。その限りではく古い＞と云う形容詞は，古きものへの懐かし承，郷愁を
誘う立派な形象としてその役割を果してはいるが，それがただ古き風物への一時的な
愛惜の表現に留まり，詩人の世界観乃至は世界感情の全構成に参加しないのであれば，
特にLieblingswortと称することは出来ないのである。逆に後期に至って詩人が愛
用した<offen>,<innig>等の形容詞は,oHenがこの詩人の「開かれた世界」
(dasOffene)に連なる語として，また<innig>が内面性の表示語として，直
接，間接に「世界内部空間」 (Weltinnenraum)に連なる語として，夫/々詩人の世
界観解明の糸口を与える時，初めてそれらはLieblingswortとしての機能と意味を
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担うものと云えるのである。そして更にそこからこれらの語は単なる形象性を越えて，
象徴的な意義にまで昂められる要素をもち得るとも云えるのである。蓋し後期リルケ
の形容詞は，単なる装飾的形容詞を脱して， 「空間の深さ，内面的なものへの全連関
③
性」に機能の重心が移っているからである。
詩人の形象にはもとより限界があり，叉詩人のLieblingswortにも自ら限界があ
る。両者は形象を狭義に解釈して，心象(image)!,を委託した語とみる時，或る点で
一つに重なり，形象を個々の語から拡大して詩の構浩金体にまで及ぼす時（構造全体
が与える比職として)，両者の接点は失われる。ここで扱う 「リルケと物」の問題も，
この様な立場に立って，先ずDingをLieblingswortの一つとしてとり挙げ，この
語にこめられた意味の推移を辿り，そこからDingの形象化をも含めて，この詩人
●
に於いて占めるDingの意義を訊してみたいと思う。
H
Dingの語の頻度数
(A)詩集別による分類
Larenopfer(1895)…･…………･…………"………･………･……．．……･…1
Traumgekr6nt(1896)……．．…･………．｡…………………J･･……………・1
Advent(1897)･･｡･…………………･………･………･…･…,…･………･……･0
DieFriihenGedichteU897-1898)･･……･…･…｡．…･…･………･………7
Cornet(1899-1906)…………･…………･…………………………………･0
毎
DasStunden-Buch(1899-1903)"……………･………………．．……･…46
DasBuchderBilder(1898-1906)………………………･…･…………･45
NeueGedichte(1903-1908)…･･･…………･……･……………………･…34
Requiem(1908)……．．…･………………………･…･………………･………6
DasMarien-Leben(1912)…．．……………………･………………………1
DuineserElegien(1912-1922)…･……･………．．……･…………………･10
DieSonetteanOrpheus(1922)………………….．………．．…･………・3
Vergers(1924-1925)……･…･…･……･……･……･･･……………………・4
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(B)年代別による分類
1895……….．……………・1 1910..….…………………0
1896…･･･…………．｡……・1 1911…｡．………･…．．……・4
1897………･….．…………1 ． 1912…．．…………………・3
1898.．…･…･………･…･…5 1913.………･……･…．．…・14
1899………….｡………･…’5 1913--1914.…･……･……3
1900………･…｡．…………’3 1914..………･…･･･…･･…・22
1900--1901…..……･……1 1915.……･･………．｡……・11
1901……･……･……･……23 1916…･………………･…・0
1902………………………0 1917．．…………………･…0
1902--1903………………3 1918…･…･………………・1
1903．…･………………･…8 1919．．………･……………4
1904…．｡………………･…5 1920．……･………………・8
1905..…･･……･…………．0 1921.……･………………・2
1905--1906．…･…………・7 19”.．……,…･…･…･……13
1906…･…･…･…･……･…・17 1923…･…･………｡｡…･…・4
1907…･………．.…･…･…・'5 19別……･…………．｡……11
1907-1908..…･……….‘・1 1925……………･…･……・2
●
1908.．…………………･…11 1926.･……………………・2
1909.…･…………………・3
この様な統計上の結果が意味する所のものは何か。 勿論Dingだけの調査では資
料の不足は否めないし，叉単に数字の比較照合だけでは判断の基準に乏しい。しかし
極く大ざっぱに承れば，柔要作品の成立期乃至は詩人の内面的変化の時期が，詩人の
Dingに対する必須の要請と何らかの津関群もつのではないか，との一応の推測を成
り立たせる。これか仮りに一つの前提として出発してみれば，詩人のDingに寄せる
関心の度合は，次の四段階に分けて考えてみることが出来るだろう。
第一の時期 ： 1899-1901 ：第三の時期 1913-1915
1920--1924第二の〃 第四の〃1906-1908
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断るまでもなくこれは一応の設定である。にも拘わらず，頻度数の分類からみたこの
四つの時期的区分は可成り暗示的なのである。その正否を，そしてDingの占める役
割をこの時期的区分を足掛りにして間うてみたいのである。
（二）
第一の時期に先立って， 1898年，五度びDingの語が詩篇にとり挙げられたこの年
に眼をとめるならば， この年こそ詩人がDingへ関心を寄せ始めた最初の年と云うこ
とが出来よう。ではその関心はどの様なものであったか。
UnddannmeineSeeleseiweit,seitweit,
daBdirdasLebengelinge,
breitedichwieeinFeierkleid
iiberdiesinnendenDinge. (SWI:154)
DieMadchenbeidenZypressen
zittern:DieStundebeginnt,
dasienichtwissen,wessen
alleDingesind. (SWI:179)
DannisteinAbschiednehmenringsimKreis:
esschenkensichdiemiidenMauermassen
dieletztenFensterblicke,hellundheiB,
bissichdieDingenichtmehrunterscheiden.(SWI:197)
WenndieUhrensonah
wieimeigenenHerzenschlagen,
unddieDingemitzagen
Stimmensichfragen:
Bistduda?-: (SWI:198)
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UnddaweiBich,daBnichtsVergeht;
keineGesteundkeinGebet
(dazusinddieDingezuschwer)- (SWI: 198)
第一の例， 「思いに耽ける物」及び第四の例， ｢おずおずとした声で訊ねる物」の
Dingの形象化は，ひと先ずDingの擬人化の線で整理することが出来る。そしてこ
の線を更に逆上って延長して承ると，同一の範嶬に属するものとして次の詩（1897年
11月作）をもこれに含めることが出来るのである。
Ichwillmmerwarnenundwehren:Bleibtfern.
DieDingesingenh6richsogern.(SWI:195)
ではこれらの諸例から， この時期の詩人とDingとの関係はどの様なものであった
と考えるのが至当であろうか。1899年5月，リルケが第一回のロシヤ旅行の途次， フ
リーダ・フォン・ビューロー宛の書簡で， 「物が一層明瞭に吾々に語りかけるにつれ，
吾々の心も同じ度合で物の上に沈潜していく」と述べたDingとの相対関係を斜酌し
てぶれば， この時期のリルケは，翌年の精神的準備期間であったと考えられるだろう。
しかしDingに寄せる詩人の姿勢は，未だ極めて暖昧で，云わぱ漠然とした杼情的共
感に根差したものに過ぎない。また, Ding自体も，文字通り単に一般的な諸対象物
④
の別名に過ぎず，強いて規定しようとすれば， 「自然の一分肢」 (GliedderNatur)
と云う外はないのである。この意味からも1898年はDingに寄せる詩人の関心の崩芽
期と呼ぶに応しいであろう。Dingが真に新しい意味をもって登場するのは，ロシヤ
旅行に始まる第一の時期からである。
日
第一の時期（1899-1901）：作品の上からみれば「時祷詩集l と「形象詩集」とが
これに属する。但し「時祷詩集」の第三部「貧困と死の巻」はこの時期から除外され
る。第三部がこれに含まれず，第二の時期への橋渡しをなしていることこそ，重要な
意味をもつと云わねばならない。
「時祷詩集」のDingは，先ず第一に神との結び付きをその著しい特色としている。
すべての物の中に顕現する神， 「物の中の物｣， 「物の深い精髄」として捉えられてい
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る神，以下DingSGottの関係を示す諸例を列挙して承よう。
duDingderDinge (SWI:265)
IchnndedichinallendiesenDingen,
denenichgutundwieeinBruderbin;(SWI:266)
weildichdieDingeimmert6nen,
nureinmalleisundeinmallaut. (SWI:282)
SowillichdieDingeindirnurbescheiden
undschlichthinbenamen,(SWI:295)
dadudeinunvollendetesBildnis
vonallenDingenzuriickverlangst.(SWI:296)
unddubistimmernochdieWelle,
dieiiberalleDingegeht. (SWI:308)
DamuBer(=einEinsamer)lernenvondenDingen,
anfangenwiederwieeinKind,
weilsie,dieGottamHerzenhingen,
nichtvonihmfortgegangensind.(SWI:321)
(SWI:327)DubistderDingetieferlnbegriff.
AufjedemDingimKlosterhofe
liegtdeinesKlangeseineStrophe,(SWI:327)
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所で， これらの諸例が意味する所のDingとは何か。この詩集に於ける神の形象は
極めて多様であるが，その多様性の中から，一つの方向Gott=Naturの関係が抽き
出される。即ち神は「森」 (SWI:268,283,296,327),「樹木」 (SWI:271,274,
299)，「波」 (SWI:274,308),「石」 (SWI:293,337),「大地」 (SWI:296),
｢朝焼け」 (SWI:326),「山」 (SWI:344)……として形象化されているのである。
従って98年代にはただ漠然と一般的な物を暗示するに留っていたDingが，ここでは
神と複合された形で,自然界の諸物,諸現象に代る言葉として用いられていることが理
解される｡これは明らかに,｢すべての物は,吾々にとって何らかの意味で形象(Bilder)
⑤
となるために正に存在している」とのロシヤ体験の成果と承られ， また， 「ロシヤの
⑥
物は私自身の極めて畏敬にみちた敬虚な感情に名前を与えようとしている」とのロシ
ヤ旅行の結実とも考えられる。それは他方では，ほぼ同じ頃に作られたI-形象詩集」
の次の詩句からも明瞭に汲みとれるのである。
ImmerverwandterwerdenmirdieDinge
undalleBilderimmerangeschauter.
DemNamenlosenfiihlichmichvertrauter:(SWI:402)
⑦
「進歩」と題する詩篇の一節である。この様な物への親密な関係が， ロシヤで体得
した自然感情の結果とみる以外に，本質的にはこの詩人の「人間に対しては物よりも
一層疎遠な」 (SWI:316)世界感情に根差すものとすれば,物を通じて神への道を辿
ろうとする「時祷詩集」に於いては，神の問題に触れることが同時に､Dingの問題の
解明に糸口を与えるものと思われる。
先に， 「時祷詩集」の神を, Gott=Naturの側面からとりあげ，同時に，この神
が「絶えず変容していく形姿」 (SWI:327)として,その捉え難い多様性のうちに表
現されていることに触れておいた。しかし， この矛盾に充ちた神の形象の多様性にも
拘わらず，その背後にはそれを支える極めて明確な詩人の内面的欲求を見ない訳には
いかないのである。それは，神を求める宗教的心情と，芸術家の創造的意志とが一つ
に触れ合い， 一一つに融け合う所から発する内心の欲求である。求めると云う詩人の内
的必然が，一方では
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……･……・・Ichfiihle:ichkann-
undichfassedenplastischenTag.(SWI:253)
との芸術家の力強い意志的表現を招き，他方では ,,ichkreiseumGott,umden
uraltenTurm(SWI:253)''との神への求心的志向の表現を導いている。実に，
この詩集の神は， この様な内心の激しい欲求を軸として多様に繰り広げられていくの
である。その一つの顕れが，先述の神と物との相互関係を示す諸形象の表現となり，
また他方物について「子供の様に再び始めから学ばねばならない」(SWI:321)との，
詩人の新たな自覚の表出ともなるのである。
所で， ここで再び用語の統計上の諸結果を援用してこの問題に適用して承ると，次
の様な結果が得られる。 「時祷詩集」第一部(1115行)，第二部(870行)，第三部(547行）
③
を通じて，神の語は30，12， 1 と下降線を辿り，叉内面的欲求の表現,,ichwill''
(例えば,IchwilldichimmerspiegelninganzerGestalt,･･……･SWI:260)
は28，3，6，また,,ichfiihle''(例えばichfiihledeinHerzundmeinesklop-
⑨
fen･･････SWI:266)は9,1(2),1等，何れも一部と二部，或いは一部と三部の間に
は著しい差がみられることである。更にDingの語数について云えば,20,20,6の
結果が得られ， この場合は前二部と第三部の差が特に際立っている。これらの諸結果
は詩人の「神を求める」度合が，第一部を頂点として以後次第に弱まり，特に第三部
に於いては，神は事実上詩人の中心問題から逸れていることを暗示している。第三部
に於いて著しい減少をゑせるDingも，この詩集に於けるDingが，神の生命を内部
に宿していること （逆に云えば自然の諸物，諸現象の中に詩人が神を予感しているこ
と）に思いを馳せれば, Dingの語の減少も神の語の減少と共に自ら理解せられるだ
ろう。先に，第三部がこの時期から除外される点を指摘しておいたが，その理由も一
つにはここに根差しているのである。では第三部に於いて呈示される中心問題とは何
か。この詩集の題名， 「貧困と死の害」が示す様に，その一つは人間の最も根源的な
不安である「死」の問題である。用語の上からゑてもTodの語は4,5 10,これに
Sterbenを加えれば,4, 5,13と急激にその数は増加している。 またこれに伴い
Angstの語は4,2,6 これに派生語葱ngstlich,angstvoll,angstenを加えれば
①
5， 2， 9と矢張り著しい増加をみせている。第一部，第二部がロシヤ体験を背景にし
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て成立し，第三部の成立がパリ体験を基礎にしていることが， ここではとりわけ重要
な意味をもつものと思われる。大都会(リルケにとって,それは否定的な意味で文明の
縮図である）を眼の当りにして,詩人は否応なしに現実の人間に,生の問題に眼を向け
ざるを得なくなるのである。神との係り合いに於いて求められた生の問題は，第三部
に於いては死と云うネガティブな側面を通して，実存的な生の問題に切り換えられて
⑪
いく。特に第一部に於いて顕著であった，外延的，展開的表現は，第三部に於いては
内包的表現に移り変っている。先述の統計が示す以外に，例えばこの詩人が好んで使
用するBaumの語は，第一部では文字通りNaturdingとしての木であり，またそ
の意味で神の形象が委託されてもいたが，第三部に於いては，それは人間の生の比喰
として用いられ，その果実は死の果実として形象化される様になる。いずれにしても
第三部に於いては不安と死とが人間存在の切実な問題として生の中心に置かれる様に
なり （これはまた， 「マルテの手記」の出発点でもあるが)，直接神を求める方向は失
われていく。これと共にDingZGottの密接な関係も第三部に於いてはその強度
を既に失ってしまっている。この意味からも「時祷詩集」第三部は，過去（第一の時
期） と未来（第二の時期）を繋ぐ一つの転回点をなしていると云えるだろう。
さて， ここで今一度Dingの問題に立ち戻ってみよう。この時期には,98年代の崩
芽期とは異なり，所謂リルケ的な意味でのDingの諸特質が明確な形で現れてくる時
期なのである。
「時祷詩集」ではDingは幽暗な[dunkel](SWI:269,328),忍耐強い[geduldig]
(SWI:337),温順な[willig](SWI:352),静證な[still](SWI:358),つつまし
やかな[demiitig](SWI:306)物として，また｢形象詩集｣では，陰鯵な[dumpf]
(SWI:384),幽暗な[dunkel](SWI:432),偉大な[groB](SWI:445)物，重さ
[Schwere](SWI:393)をもつ物として，夫々特色付けられている。Dingに於け
る静謡な一面は， 1907年，「ロダン」論第二部でも次の様に述べられている。 「物：
私がこの言葉を発すると （お聞きでしょうか)，或る静寂が，物の周囲にある静寂が
起ります｡」 (GWIV:376)。またdunkelについて云えば，「捉え難い生の内奥の表
現」と云うポルノウの説と共に，更にNachtに連なる静止，静證の概念をも含むも
のと考えられる。詩人のDingに対するこの様な理解が,｢人間に対しては物よりも一
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層疎遠な」 と云う姿勢を詩人にとらせるとすれば， そこにはポルノウの云う様に，
⑫
「静謡な事物の庇護の世界へ逃避」すると云う感情が強く働いていることは否めない。
またこの時期には,Dingは自然の諸物以外に，家(SWI:440),花環(SWI:469)
等をも指す様になりその範囲は拡大している。しかし,崩芽期に於いて示されたDing
に対する杼情的共感は， ここでもそのまま引きずっていて, ,,IchbineineSaite,/
……DieDingesindGeigenleiber''(SWI:401)のような表現が承られるが，こ
の杼情的気分は単にそれだけに留まらず，一層内面的な度合を強めてもいる。
GiebmirnocheinekleineWeileZeit:ichwilldi Dinge
sowiekeinerlieben,(SWI:297)
undwieeinKrankerseineliebstenDinge
wirdmandichliebenahnungsvollundzart.(SWI:330)
（ここでは人間と神との結び付きが， 病人と物との結び付きによって一層具象化さ
れているが，両者の結合の度合が特に重要であろう｡）
WelcheGebardederEinsamenfande
sichnichtvonvielenDingenbelauscht？(SWI:379)
（反語である。それだけ一層孤独な人と物とのinnigな結び付きが強く働いている
ことが理解される｡）
Ichh6rteDinge,dienichth6rbarsind:
dieZeit,dieiibermeineHaarefloB,
dieStille,dieinzartenGlasernklang,-(SWI:466)
(ichは盲いの女である。病人と物，盲者と物，子供と物(SWI:541,GWIV:377)
等，常に特殊な状況からDingとの結び付きがとりあげられ，その度合の強さが形象
化されているが，そこに詩人とDingとの結び付きの際立った一面が窺われるのであ
る｡）
いずれにせよ， この時期のDingはロシヤ体験を母胎として成立し，展開したもの
で，同時に詩人のDing体験が本格的に基礎付けられた時期と云えるだろう。
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四第二の時期（1906-1908）： 「新詩集」及び「新詩集別巻」の成立期に当る。厳密
に云えば， この詩集の第一作「豹」は既に1903年に完成しており，またこの詩集成立
の契機となるロダンとの出会も1902年に逆上るのであるが，詩集に含まれる詩篇189
篇のうち大半は6年から8年にかけての作なので,Dingの頻度数とも噛み合わせて，
この区分を妥当と承た（限定的ではあるが)。
詩人のDingに対する眼が一変するのである。Dingはより個別的に観照され,芸
術作品もKunstdingとして，一個の物に扱われ，とりわけ詩人自身が「物を作る」
(Dingmachen)方向へ積極的に歩む様になる。実際この時期の詩人の活動は「物を
作る」の一語によって特色付けられると云っても云い過ぎではない。詩人リルケはこ
れを先ずロダンに於いて学び，セザンヌによってギリギリの所まで深めてゆくのであ
⑬
る。この時期の詩人が「事物の歌い手」と云われる所似でもある。
先ず詩篇に現われた,,Ding-machen''の形象化を辿ってみよう。
AuchnochdasEntziickenwieeinDing
(SWI:366)auszusagen．
（新しいインゼルの全集に収められた「草稿」の一節である。次の例も含めて詩人
⑭
は人間の感情内容をもDingとして表現しようとしている｡)
ausAbschiednehmenundNicht-wiedersehen
einDingzumachen, (SWI:212)
AusdieserWolke,siehe:diedenStern
sowildverdeckt,derebenwar-(undmir),
ausdiesemBerglanddriiben,dasjetztNacht,
NachtwindehatftireineZeit-(undmir),
ausdiesemFluBimTalgrund,derdenSchein
zerrissnerHimmels-Lichtungfangt-(undmir);
ausmirundalledemeineinzigDing
zumachen,Herr:ausmirunddemGefiihl,
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mitdemdieHerde,eingekehrtimPferch,
g
dasgroBedunkleNichtmehrseinderWelt
ausatmendhinnimmt-,mirundjedemLicht
imFinsterseindervielenHauser,Herr:
einDingzumachen; ausdenFremden,denn
nichtEinenkennich,Herr,undmirundmir
gj"Dingzumachen; ausdenSchlafenden,
denfremdenaltenMannernimHospiz,
diewichtigindenBettenhusten,aus
schlaftrunknenKindernansofremderBrust,
ausvielenUngenaunundimmermir,
ausnichtsalsmirunddem,wasichnichtkenn,
dasDingzumachen,HerrHerrHerr,dasDing,
daswelthaft-irdischwieeinMeteor
inseinerSchwerenurdieSummeFlugs
zusammennimmt: nichtswiegendalsdieAnkunft.
(SWn: 43f､）
（後の二例は，何れも1913年の作で，時期的にゑれぱ第三の時期に属するが，第三
期は後に説明する様に，第二期の方向が限界に達して新しい転向（1914年）を生ゑ出
す時期であるので，当然のことながらこの期間の詩篇をもとりあげてみた｡）
第三の例は， 「スペイン三部曲」Hの全章節である。 「物を作ること」が（四度繰
り返されている)，いかに詩人の抜き差しならぬ要請であったか， 特にそれが神への
呼び掛け（しかもGottではなくHerrとして）によって一層強められていること
に注目したい。この強い内面的欲求が客観化されると，次の様な形象化を生む。
undendlichwurdedoch,umjedenPreis,
diesDingdaraus,nichtleichteralsdasLeben
unddochvollendetUndsosch6nalssei's
nichtmehrzufriih,zulachelnundzuschweben．(SWI:513)
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(この場合のDingはレースである）
……dennvordemSchmied
warsogardieKrone,dieerbog,
nureinDing,einzitterndesundeines
daserfinsterwieimZornerzog
zudemTrageneinesreinenSteines.(SWI:577)
Warte!Langsam!drohichjedemRinge
undvertr6stejedesKettenglied:
spater,drauBen,kommtdas,wasgeschieht.
Dinge,sagich,Dinge,Dinge,Dinge!
wennichschmiede;vordemSchmied
hatnochkeinesirgendwaszusein
odereinGeschickaufsichzuladen.
Hiersindallegleich,vonGottesGnaden:
ich,dasGold,dasFeuerundderStein.(SWn:27)
しかし， この時期の特色であるDing-machenの強い要求は，詩篇の表に現れた
Dingを辿るだけでは不十分であろう。この様な方向を歩ましめたそもそもの契機，
そしてそこから生まれでた数多の詩篇に眼を向けなければならないのである。それが
同時にこの時期のDingの問題の本質を解く鍵にもなるからである。
1902年，詩人は初めてロダンに出会い(ロダン諭執筆のため)，また1905年から6年
にかけてはこの彫刻家の秘書として起居をすら共にして，親しくその作品に触れる様
になる。詩人に与えたロダンの影響をここで詳述するゆとりはないが，その主な点だ
けを要約してみると次の様に云えるだろう。その一つは，物をみることを学んだこと，
⑮
他の一つは，詩作を手仕事(Handwerk)の領域に移したこと。ではこの二つの影響
は，直接或いは間接にどの様に詩人の作品に反映し，実現しているだろうか。
第一の問題点「物を見ること」は，詩人にとって先ず，造形芸術家の眼で，対象を
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どこまでも客観的に観照し， 観察することであった。 ここで「ロダン」論の一節，
「彼は第一印象を正しとせず，第二印象をも， またそれに続くいかなる印象を正しと
しない。彼は観察し， ノートする」 (GWW:351)が思い出されるのである。また
「みること」は， 「マルテの手記」の導入部でも「私は見ることを学ぶ」の表現で繰
り返し強調されている(GWV:9f.)。この様な眼で詩人はあらゆる物あらゆる対象に
対する様になる。 「新詩集」の個々の素材を見れば，詩人のゑつめる対象領域の広が
⑮
りが自ら理解せられるだろう。対象に対するこの客観性が，詩篇の上では即物的表現
として実現されるのである。例えば
DieBartestehen,nocheinwenigharter,
dochordentlicherimGeschmackderWarter,(SWI:503)
（｢屍体置場」の一章句である。この様な場所に素材を求めたこと自体が既に一つの
意味をもつのであるが，感情を殺したその即物的描写に一層驚ろかされるのである｡）
undseineMaske,dienunbangverstirbt,
istzartundoHenwiedielnnenseite
voreinerFrucht,dieanderLuftverdirbt.(SWI:496)
（｢詩人の死」の最終節の一部である。比職形象の見事さもさることながら，詩人の
無感動な眼と対象を突き放して捉える即物性はやはり一驚に値する｡）
しかし詩人はありきたりの意味での客観描写は行わない。物の外部を糸つめると同
時にその内部にも眼を馳せるのである。外面を形成する内面の中心部にまで突き進む
こと,これが詩人にとって物を本質に於いて捉えることであった。「古代のアポロのト
ルソ」では，欠けた頭部の眼が彫像の均衡を支える一点として捉えられ， また「豹｣，
「犬」の詩では，詩人の眼はこれらの動物の内部にまで入って，そこからこれらの対
象を掴永とろうとしている。
SeinBlickistvomvortibergehnderStabe
somiidgeworden,daBernichtsmehrhalt.
Ihmist,alsobestausendStabegabe
undhintertausendStabenkeineWelt.(SWI:505)
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DaobenwirddasBildvoneinerWelt
ausBlickenimmerforterneutundgilt.
Nurmanchmal,heimlich,kommteinDingundstellt
sichnebenihn,wennerdurchdiesesBild
sichdrangt,ganzunten,anders,wieerist; (SWI: 641)
この様な客観性，即物性の方向は， 1907年のセザンヌ体験で一層深められていく。
この問題は後で触れるとして，次にここで第二の問題点に立ち戻ってみよう。
第二の問題点「詩作を手仕事の領域に移すこと」は，実際には第一の問題と切り離
して考えてみる訳にはいかない。何故なら「物をみる」ことから「物を作る」ことへ
の実現の手段として詩人は新しい詩作の道具をさがし求めたからである。手仕事のた
めの新しい道具とは，一般的に云えば詩に於ける言葉そのものに外ならないが， この
詩人にとっては表現の技術，技法のことであった。詩が純然たる技術の領域に追いや
られるのである。ロダン諭の中で，詩人は次の様にこの彫刻家を評していることが思
いあわされる。 「彼の芸術は偉大な理念の上に立てられたものではなく，些やかな良
心的な実現の上に，獲得し得るものの上に，能力(K6nnen)の上に建てられたもの
である｡」 (GWw:310)。ロダンの類い稀なK6nnenに比すべきものを獲得するこ
とが，詩人の切実な問題になるのである。1904年5月13日のルー・ザロメ宛の書簡で
は，新しい技法確立のための計画が幾つか立てられている。グリム兄弟の辞書を読む
こと，デンマーク語， ロシヤ語の勉強，翻訳をすること等°その中には「文書や歴史
の仕事を技術及び手仕事の範囲で学ぶこと」の一項すら含まれているのである。技術
の獲得が，いかに詩人の重要な課題であったかを示す一面である。こうして生まれた
この新しい技術が， 「新詩集」を「閉じた形式」 (geschlosseneForn)「彫塑的な形
⑰
式」 (plastischeForm)として特色付ける一面を生むに至る。特に，分詞，不定詞の
用法の特異さ，語，句の漸層的累積等が著しい特色をなしている。その一例
NunfortzugehnvonalledemVerworrnen,
dasunseristundunsdochnichtgeh6rt,
das,wiedasWasserindenaltenBornen,
undzitterndspiegeltunddasBildzerst6rt;(SWI:491)
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（｢放蕩息子の出発」の冒頭の部分である。詩篇の中で，五度ぴ繰り返されるfor-
tzugehnが主語の役割を果している。ここにはいわゆる文法上のSatzがないので
ある｡）
-sieh:zuwelcherMasse,
aufgehauftausaltemschwarzenHasse,
unddasHauptzueinerFaustgeballt,
nichtmehrspielendgegenirgendwen,
nein:dieblutigenNackenhakenhissend
hinterdengefalltenH6rnern,wissend
undvonEwigkeithergegenDen,
derinGoldundmauverRosaseide
pl6tzlichumkehrtund,wieeinenSchwarm
Bienenundalsobersebenleide,
denBestiirztenunterseinemArm
durchlaBt,－………… (SWI:615f.)
（｢闘牛」の中三節である。この詩篇はこの後十行，三つの従属文を軸として，語句
が積承重ねられていく。「ゑよ」に始まる以下の描写は，闘牛士と闘牛の葛藤の場面
である。運動が連続的に捉えられているのである。とは云えその表現は，判じ物同様
の当惑さをわれわれに与える。技術の粋かそれとも技術の偏重とみるべきだろうか｡)
一方に於ける即物的観照が， 他方に於ける表現技術の練磨とあい俟って， 詩人の
Ding-machenがここに実現する。そして物に対する即物性は，セザンヌ体験によっ
て更に一層深められていく。詩人自身の言葉を借りれば， 「私はこれをここで愛しま
す」と云う代りに， 「ここにそれが在ります」 (Bm:378)として対象を表現する方
向である。詩人はそれを「無名の仕事に於いてなされる愛の消費」 (Bm:379)と呼
んだ。対象に対する愛の表示ではなく，仕事そのものへの愛なのである。詩人は対象
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I
をどこまでもDingとしてゑつめ,,,esist$Gとしてそれを表現することに全生命を
賭するようになる。
SiezeigendemHergereisten
ihrenMundvollMist
underdarf(e kannessichleisten)
sehn,wieihrAussatzfriBt.(SWI:587)
（｢乞食たち」の一部である。遠来の客一リルケ自身を指す－に対する乞食の即物的
描写である。ここでは即物性の徹底が詩人の美醜の判断をすら抹消している｡）
……SiewuschenseinenHals,
unddasienichtsvonseinemSchiCksalwuBten,
sologensieeinandereszusamm,
fortwahrendwaschend. (SWI:589)
（｢屍体洗潅」の一節。 洗潅に従事する女達と屍体の男が対象として客観的に観照
されている｡）
先に挙げた「モルグ」の詩篇と云い， これらの詩篇と云い，そこには詩人の即物性
へのあくなき執念（とすら思わせるもの）が看取される｡対象に対するこの仮借なさ
については,詩人自身もつぎの様にその決意を表示しているのである。「お前はきっと，
マルテ･ラウリッズの手記の,ポードレールの「腐肉」の詩を扱った一節をおぼえてい
るだろう。この詩がなかったら，われわれが今セザンヌに於いて認めている即物的表
現への十全の展開は起り得なかったと思わざるを得ない。即物的表現は，先ずその仮
借なさから始まらねばならない。芸術の見ると云う仕事は，恐るべきもの，一見嫌わ
しいものの中にすら，他のあらゆる存在者に共通の，存在するもの(dasSeiende)
をゑつめる所まで， 自己を克服して行かねばならなかったのだ｡」 (Bm:393)1907
年10月19日，妻クララに宛てた書簡の一節である。「承ることを学ぶ」から出発して，
⑯
即物性の徹底に至る道程の中から，所謂「物の詩」 (Dinggedicht)と称せられる幾
多の詩篇が生まれたのであるが，今や， 「ふる」ことと「物をつくる」ことが，数多
の詩句，詩節の中でも中心的な位置を占める様になる。
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IchhabekeineGeliebte,keinHaus,
keineStelleaufderichlebe.
AlleDinge,andieichmichgebe,
werdenreichundgebenmichaus. (SWI: 511)
Sowill ichgehen,schauenderundschlichter,
einfaltiginderVielfaltdiesesScheins;
ausallenDingenhebenAngesichter
sichzumiraufundbittenmichumeins: (SWI: 191)
JetztdrangensichdieDingeumdenDichter
alsbangtensieihnwiederzuverlieren.
SiezeigenihreleidendenGesichter
demEinsamen, demSagenden,demRichter;
denneristeinervondenlhren. (SWH:324)
（後者の二例は， 「物をつくる」ことが，物の側からの要請として逆に強く打ち出さ
れている。ここでのDingは，些やかな物，とるに足りない物等が予想される。物を
語り，讃えることが，地上に於ける詩人の使命である， とする第九の悲歌の崩芽も既
に承られるようである｡）
また， 「山」の詩篇では，画家北斉の造形への執勘な気迫が詩の対象にすらなって
いるのである。こうして詩人は即物性の限界にまで突き進んでいくのである。
さて， ここで締め括りの意味で，再びDingの問題に眼を転じてゑたい。
この時期のDingは,Kunstdingの出現と共に,Dingが一層個別化され,日常的な
物として捉えられている所に前の時期とは異なる大きな特色が承られる。Kunstding
は明確な存在者，完全な存在者として，物の中の最高位を占めるばかりでなく，詩人
にとっては存在性の範例をすら意味するのである。これについては「物だけが私に語
りかけてくれます。 ロダンの物， ゴチックのカテドラールにある物，古代の物一一一
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完全な物である所のこういったすべての物が｡｣(ABI:59)と詩人自身も語っている。
Kunstdingの中に存在の規範を追求していくことが，この時期の，特に新詩集の重
要な側面にもなっている。
Dingの個別化も極めて重要な意味をもっている。詩篇に現われた言葉の上からも，
Dingは宝石類，玩具，身の廻りの家具(SWI:541),レース(SWI:512),鍍金の
槌せた物(SWI:633)等として表現されている。Kunstdingとは逆に，この様に小
さな物， 目立たぬ物，名もない物(SWH:16)へ詩人が傾いていったことは，個左
の詩篇では細部の即物的表現として別の側面からその展開をみせている。 ともかく
Kunstdingをも含めて,物をこの様に個別的なものとして捉えていく方向には，物も
XdasSeiendeであるという，詩人の深い自覚がそこに窺われるのである。
wirratennurundsagenallesfragend,
sie(Dinge)abergehninsichundsindbestimmt.(SWH:209)
（ここにはおのれ自身にかかずらう物，確固たる物としてDingが捉えられている。
Dingの存在性の一面である｡）
事物の把握に於ける即物性の徹底がそのまょ存在の追求につながる所に， 「物をつ
くる」ことの重要な一面がある所以である。
国
第三の時期（1913-1915）： まとまった詩集はみられないが， 1912年も含めて，こ
の時期には既に，第一，第二，第三,第四の悲歌が生まれている。詩人の即物性が限
界点に達し，新たな転換を承せ始める時期である。
1910年，「マルテの手記」完成と共に，既にこの転向が始ったとも云えるのである。
少し図式的にはなるが， 「新詩集_｜ と「手記」とを比較してみると,同じく｢物を承る」
ことから出発しながら，一方は， 「物をつくる」方向に於いて事物の存在を限界まで
追いつめ，他方は，マルテ・ラウリッズと云う一人間を通して，人間存在をネガティ
ブな側面から捉えようとしたと云えるのである。両者に共通する点は，徹底した即物
性に根差す存在の追求，存在への問いである。1910年，ホルトゥーゼンによれば，こ
の年はまた，近代文学が新たな展開をみせ始める出発点でもあると云う。その一つの
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傾向に，問題提起の尖鋭化が挙げられている。換言すれば， 「旧来の，われわれの感
情になじんできた先雛者の意識体系がこわされ，乗り越えられて，存在一般が問われ
る」方向である。Ding-machenを執勧に求めていった詩人は，しかしそこで一つの
壁にぶつかり，新しい側面から存在の追求に向って進んでいくようになる。詩人は自
らそれを「転向」と称して一篇の詩に委託した。
DenndesAnschauns,siehe,isteineGrenze.
UnddiegeschautereWelt
willinderLiebegedeihn.
WerkdesGesichtsistgetan,
tuenunHerz-Werk
andenBildernindir,je e gefangenen;(SWI:83f.)
「眼の仕事」から「心の仕事」への転向により，詩人は内面化への道を力強く歩も
うとするのである。同じ日乃至はその前日に，既に詩人は他の詩篇で， これまでの
「眼の仕事」に対する疑惑を示している。
……ichschautean;
bliebdasAngeschautesichentziehend,
schautichunbedingter,schauteknieend,
bisichesinmichgewann.
■●●
HabichdasErrungenegekrankt,
nichtsbedenkend,alswieichmirsfinge,
unddiegroBgewohntenDinge
imgedrﾖngtenHerzeneingeschr葱nkt？
FaBtichsiewiediesesZimmermich,
diesesfremdeZimmermichundmeine
SeelefaBt？
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OhabichkeineHaine
inderBrust？keinWehen？keine
Stille,atemleichtundfriihlinglich?-(SWH:81)
眼の仕事から心の仕事への転向は， しかし事物の世界からの単なる反転を意味する
のではない｡仮借ない即物性の限界を自覚したことが重要なのである｡物をみつめ,獲
得するだけで終るのではなく，内部に獲ち得たものに人間的な愛の眼差しを向けて再
び承つめること(ここには既にWeltinnenraumへ指向する端緒がみられる),眼の仕
事に於いてなされた個為の存在者の追求を,より大きな連関の中で,乃至はより内面的
なつながりの中で捉えようとすること， ここに詩人は心の仕事の意義を自覚するので
ある。 「転向」の詩篇から二，三カ月後に,Herz-WerkはWeltinnenraumの語
によって象徴化されるようになる。それは「あらゆる存在を貫いて広がっている世界
内部空間」 (SWH:93)である。「烏たちが静かに吾/々の心の中を横切って飛翔して
いく」空間の広がりでもある。第二期では，紅鶴は｢一羽づつイマジネールの世界に」
(SWH:630)歩んでいった。それは「おのれ自身にかかずらう物」としての，鶴だけ
の世界であった。しかし今や地上に存在するものは詩人の内界に参入してくる。両時
期の空間の相異が理解せられる一面である。Dingは最早，「ふる」対象として外部
に留ってはいない。また，単に獲得しただけのものとして詩人の内部に閉じこめられ
てもいない。Dingに対する新しい展開がここに始まるのである。
EswinktzuFiihlungfastausallenDingen,
ausjederWendungwehtesher:Gedenk!
EinTag,andemwirfremdvoriibergingen,
entschliel3timkiinftigensichzumGeschenk.
WerrechnetunserenErtrag？Wertrennt
unsvondenalten,denvergangnenJahren？
WashabenwirseitAnbeginnerfahren,
alsdaBsicheinsimanderenerkennt？
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AISdaBanunsGleichgiiltigeserWarmt？
OHaus,oWiesenhang,oAbendlicht,
aufeinmalbringstdu'sbeinahzumGesicht
undstehstanuns,umarmendundumarmt.(SWH:92)
「心の仕事」が力強く肯定されている。無関心に通り過ぎてきた過去の事物，何で
もないものが，心に触れて内部で蘇えるのである。ここではまた相互の認識と云うこ
とも云われ(第二節，第四行)，存在するもの同士の内面的なつながりが強く打ち出さ
れている。この様な心の仕事によって,物は「不意にその本然の相貌をあらわす」 （第
三節，第三行)ようになるのである。過去・現在・未来をつなぐ時間の広がりは,こう
して詩人の内部で空間化され， 「あらゆる存在を貫いて広がる世界内部空間」がここ
に形成される。後にこれは第七の悲歌で, ,,Nirgends,Geliebte,wirdWeltsein,
alsinnen"(SWI:711)として，一層強く昂められていく。
このような転向が， 「眼の仕事」の限界から生まれてきたことについては既に触れ
ておいた。しかし果してそれだけのことだっただろうか。既に1912年に成立した第一
の悲歌では，天使への呼び掛けに於いて人間存在の無常，果敢なさが強く打ち出され
ていることに注目したい。
Wer,wennichschriee,h6rtemichdennausderEngel
Ordnungen？undgesetztselbst，esnﾖhme
einermichpl6tzlichansHerz:ichvergingevonseinem
StarkerenDasein. (SWI:685)
（ここには天使の存在と人間存在とが，強弱の度合で提示されている｡）
この詩句に続いて更に決定的に次の様に存在の無常が提出される。
……Ach,wenverm6gen
wirdennzubrauchen？Engelnicht，Menschennicht,……
(SWI:685)
（天使は強さに於いて， 人間は弱さに於いて共にたの承とすることは出来ないので
ある｡）
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更にまたこの悲歌には， 「定住はいずこにもない｣(SWI:687)との存在の不安定さ
の表現もふられ，存在の果敢なさが著しく強調されているのである。しかし心の仕事
への転向には他方， 1914年7月に勃発した第一次大戦の影響をも見過すことは出来な
いだろう。 「この世で人はこのおびただしい没落を眺めながら,突然死について何事か
を悟らねばならなかったのでした。恐らくこれが， この怖るべき戦争の意味なのであ
りましょう｡」 (BV:21)これはヘレーネ・フォン・ノスティッツ宛ての書簡の一節で
ある。戦争という運命の非情さ，苛酷さがここに語られ，同時に破壊と没落の意識が
一層強く詩人を支配するようになる。マルテの没落も既にその予告であったと考えら
れるが，今や一人間からあらゆる存在全体に没落の意識が拡大されていくのである。
無常性の自覚である。これを克服する方向が，内面化への道であり， また， 「心の仕
事」に始まる転向への出発であったと考えられるだろう。1914年には｢家訓のために」
と題する次の二行詩もふられる。
IndiesemJahr,dasstarkwarimZerstOren/
erstandichrein/derZukunftzugehOren.(SWH:227)
自らを未来に属する人として決意したこの方向が，他方ではWeltinnenraumと
云う巨大な世界像の形成にも連なるのである。この空間の中でDingも人間も一つの
共通の場に置かれ, Dingの窮極の意義がここに問われるようになる。
㈹
第四の時期（1920-1924）「ドゥイノの悲歌」の完結と共に， 「オルフォイスに捧げ
るソネット」が生まれた時期である。既に第一の悲歌(1912年成立)で強く打ち出され
た人間存在の無常性が，可視的な世界を不可視的な世界へ変様することによって克服
されるようになる。Weltinnenraumがその全貌を示し，地上の生が積極的に肯定さ
れる時期である。
しかし，存在の無常は人間だけに特有のものではない。Dingもまた消滅していく
果敢なさをもっている。
DieDingegehnvoriiber.HiilfdenDingen
inihrenGang. (SWI:120)
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「心の仕事」に目覚めた詩人が, Dingを内面的な鑿りのなかで新たに捉えようと
したことについては既に指摘しておいた。詩人がこのように自覚するのも， 「嘗て地
上でしっかりと掴んだ物が,多くの事物と同じ価値をもっている」(SWI:710)から
に外ならない。しかし， この「物」もまた消えゆくのである。第七の悲歌後半から始
まる内界への強い指向は， 「心の仕事」から「世界内部空間」の認識を経て達した一
つの極点と云えるだろう。
Nirgends,Geliebte,wirdWeltsein,alsinnen・Ui,ser
LebengehthinmitVerwandlung.Undimmergeringer
schwindetdasAuBen.･…･………・
●●●●●●●●■■●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●Q●●●●●●●
Ja,wonocheinsUbersteht,
eineinstgebetetesDing,eingedientes,geknietes-,
haltessich,sowieesist,schoninsUnsichtbarehin.
(SWI:711)
（既にここには， 外部の可視的世界を内部の不可視的世界へ変様すると云う第九の
悲歌の序奏がゑられる°）
第七の悲歌で示された内界への指向は，第九の悲歌では一層強い度合で繰り返され，
その全貌を呈示する。
H"istdesS"g"c舵〃Zeit,"el'seineHeimat.
Sprichundbekenn・Mehralsje
fallendieDingedahin,dieerlebbaren,denn,
wassieverdrangendersetzt,isteinTunohneBild.
(SWI:718)
Sagihm(Engel)dieDinge・Erwirdstaunenderstehn;
wiedustandest
beidemSeilerinRom,oderbeimT6pferamNil.
Zeigihm,wiegliicklicheinDingseinkann,wie
schuldlosundunser,
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wieselbstdasklagendeLeidreinzurGestaltsichentschlie6t,
dientalseinDing,oderstirbtineinDing-,undjenseits
seligderGeigeentgeht･一Unddiese,vonHingang
lebendenDingeverstehn,da8dusieriihmst;verganglich,
traunsieeinRettendesuns,denVerganglichsten,zu.
Wollen,wirsollensieganzimunsichtbarnHerzenverwandeln
in-ounendlich-inuns!WerwiramEndeauchseien.
(SWI:719)
第七の悲歌， 「この世にあることはすばらしい」は， 「内部をおいて他に世界はな
い」との内面的世界の強い肯定の上に立っていた。地上の生が，存在全体の広がりを
内面化することによって肯定されたのである。第九の悲歌では，地上の生は「言葉で
語り得るものの季節，故郷」として，一層強く提示されるようになる。しかもそれは
天使に向けてなされるのである。天使に向けて詩人は今や地上の世界を讃えるのであ
る。 「名状し難い世界」をではなく，単純な「物｣，言葉に語りうるものを天使に語り，
示すのである。既にその前に， 「私たちは恐らく云うために地上に存在しているので
はないか一家，橋，泉，門，壷，果樹，窓と」 (SWI:718)の詩句がゑられるが，
天使への働きかけによって「語る」の意味が一層強まっている。また第一の悲歌では，
人間存在の問いとその無常性が天使に対する呼び掛けに於いて打ち出されていた。そ
の天使に向って， ここではDingを語るのであるから，その強さの度合が一層理解さ
れると共に，詩人の力強い肯定の姿勢をも併せて窺い知ることが出来る。この様に，
Dingを天使に提示することによって肯定された地上の生は,他方ではそれを眼にみえ
ぬ内面の世界へ救うことによって，詩人は存在全体の無常性を克服しようとするので
ある。内面の世界がその広がりをますと共に， 「心の仕事」もここでその頂点に達す
る。Dingは一層日常的なもの，身近かなものを意味するようになり(SWI:718),
或る意味では詩人にとって生そのものの確証として象徴化されるようにもなる。
第二の時期から既に承られるように，日常的なもの,ありふれたものとしてのDing
は一層その度合を強め，人間の生に密接なつながりをもつようになる。しかしそれを
ただ外面的なつながりの中で保持するのではなく，過去・現在・未来を繋ぐ， （それ
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は叉生と死をも繋ぐ．ことである)Weltinnenraumの世界へ救うことによって内面か
ら一層人間の生に緊密な関係をもたせるのである。その一例。
WirwerfendiesesDing,dasunsgeh6rt,
indasGesetzausunsermdichtenLeben,
woimmerwiederWurfundSturzsichst6rt.(SWI:173)
（ここでのGesetzは「世界内部空間」をも含めた全一の世界の法則と考えられる）
詩人とDingとの関連はこうして窮極の段階に到達するが，「時祷詩集」に始まる
Dingの認識は，最後に再びその環を閉じるのである。
JetztwareesZeit,da8G6ttertratenaus
bewohntenDingen……………
●●●●●●●●白●●●CQ●●●●●､●●､●●●●●0●●G●●●●●●●●●●●●●
．…･…･……OhG6tter,Gtitter!
IhrOftgekommnen,SchlaferindenDingen,
dieheiteraufstehn,…･･･……… (SWH:185)
多くのリルケ研究家が指摘するように，結局詩人はDingの背後に常に神の光
(Gottheit)を認めていたのかもしれない。Dingの問題についてはまだまだ多くを
論じなければならないが問題の多様性のため，及び紙数の関係でここにはその一側面
を呈示するにとどめ更めてまた別の機会にこの問題に触れてゑたいと思う。
註
1) T.S.Eliot;SelectedProse.S.189.形象は原文ではG･image''である。
2)WernerGiinther;WeltinnenraumS､209f.Giintherは，詩人が頻繁に使用する言
葉は，その詩人の固定観念(obsession),即ちその詩人の内的必然の標識である，とのポー
ドレールの言を引用して，明確に自己の方法をもつリルケにあっては,Lieblingswortの
分析が作品の解明に重要な役割を演じていることを指摘して↓､る。
3)W.Giinther;a.a.O.S.221.
4) 0．F・Bollnow;RilkeS.108.
5) BriefeundTagebiicherl899-1902.S.17.1899年5月27日FriedavonBulow宛
6）金上
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7） 時祷詩集の「僧院生活の巻」には， 「物に対しては，私はやさしく兄弟のよう」の詩句が
承られる｡SWI:266.)
8) J.-F・Angelloz;RainerMariaRilke.によれば,AngellozはDeniseCaille嬢
の統計に基いて，神の語を32．14． 2と記している｡a.a.O.S.154f.
9) ichfiihleの項で1(2)の()内の数字は,ichfiihleと同じ強さをもつと思われるMan
wirddichfiihlen．(SWI:330)類いの例である。叉，これに属するものとして, Ich
fiihledich・AnmeinerSinneSaumbeginnstduz6gernd,(SWI:263)に承られ
るSinne(五感）の語は14,0,0 の数字が示されている。
10)AngellozによればAngstの語は4,2,10,派生語を含めた場合は,5,2,16で
あると云う。
11)Bollnowは，「実存哲学の死に対する関係は，死が現在的な生の本質的構成要素として認
識され，そこからこの死の意識を生の形成に役立たせる， と云う使命をよび起す瞬間に始ま
る」と述べてリルケに於ける死の問題に触れている。ExistenzphilosophieS.83.
12)Bollnow;Rilke.S.106f.
13)Angellozは1902年から1910年のリルケを約100頁にわたってDerSangerderDinge
として詳細に特色付けている。a・a.O.S､147-248.
14)O・Walzelは｢新詩集｣の幾多の詩篇を指して,それらが対象によって喚起される感情体験
(Gefiihlserlebnis)の形象化を特色としていることを述べている。DasWortkunstwerk;
S、273.
15)U.Emdeは詩人に与えたロダンの影響を「承ること｣，「仕事をすること｣， 「精神を集中
すること」の三つに要約し,X,Angellozは範例，信条，形成，技術の四点であるとして
いるoU・Emde;RilkeundRodin.S、66．Angelloz;a･a.O、S、176.
16） 「新詩集」の素材を系統的に分類することは困難であるが，その一端を示せば次の様にな
る。彫刻，絵画，建造物，工芸品，風景，動物，植物，人間等。人間を対象としたものには，
神話，聖書，中世の物語，現代と広範にわたっている。
17)Emdea・a.O､S､78.u、79f・
Emdeはここで,W61fflinの美術史の様式概念を借りてoHeneFormからgeschlos-
seneFormへの線で「時祷詩集」と「新詩集」の形式の相異を説明している。geschlos-
seneFormはその構築的な形式の統一と相俟ってバロックに対立するクラシッの様式の概
念である。またここでWalzelが，「新詩集」の「ローマの泉」をC､F.Meyerの同名の
詩と比較してバロック的と称していることをも併せて附記しておく。
O・Walzel;VomWessnderDichtung．S.33.
18)Dinggedichtの語を最初に使用したのはKurtOppertである。Op ertは物が比職，
アレゴリーとしてではなく，物そのものとして詩の対象にとりあげられる所に着目し， この
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様な流れをM6rike,C､F.Meyer,Rilkeの線で結び，そこから杼情詩の新しい形式及び
その本質を規定しようとしたbRilkeの場合それは対象の客観的な記述(Beschreibung)
とその本質を別決する解釈(Deutung)であるとしている。Oppert;DeutscheViertel-
jahrsschriftfiirLiteraturwissenschaftundGeistesgeschichte4.Jg.H,4,1926
S.748f、
19)H､E･Holthusen;DerunbehausteMensch.S.10f.
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